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報 告 に あ た っ て

「福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議」は、平成13年11月に福岡県税

制研究会が公表した「資源循環促進税（仮称 」構想について、専門的見地から）

検討をすることを目的にして、平成14年２月19日に設置された。この報告書はほ

ぼ１年半に及ぶ「専門家会議」の検討の結果を取りまとめたものである。

本「専門家会議」に課せられた使命は 「福岡県資源循環促進税制を考える専、

門家会議設置要綱」に 「資源循環促進税（仮称 」構想について「構想の実現、 ）

を図る場合の課題とその解決方策」を「専門的な見地」から検討することになっ

ている。一見すると 「専門家会議」の使命は 「資源循環促進税（仮称 」を具、 、 ）

体化するための税務技術的課題の検討と狭く受け取られがちである。

しかし、この「専門家会議」では、検討課題を広く捉え 「循環型社会」を構、

築するという人類史的課題に応える地方税制のあり方を、福岡県から発信すると

いう意図に基づいて、この報告書を作成している。というのも、福岡県が「資源

循環促進税 仮称 を行政内部から構想したということは そこに福岡県の 循（ ）」 、 「

環型社会」を構築したいという熱き思いを感じ取ったからである。しかも 「専、

門家会議」の委員構成が、地方税財政に関する専門家よりも、環境政策に関する

専門家に重点が置かれていることからも、この「専門家会議」の使命が「資源循

環促進税（仮称 」を具体化するための税務技術的課題の検討にとどまるもので）

はないことは明らかである。

もっとも、この「資源循環促進税（仮称 」構想が、平成12年４月に施行され）

た地方分権一括推進法によって、地方自治体に課税自主権が拡大されたことが、

直接の契機となっていることも事実である。しかし、課税自主権の拡大も、地域

社会の構成員により人間的で、文化的で、しかも自然と共生していく「循環型社

会」を形成していくことのできる権限が付与されたことを意味していると考える

べきである。こうした権限を福岡県はいかんなく行使して 「循環型社会」の構、

築を目指して着実に歩み始めようとしていると認めることができる。

とはいえ、この「専門家会議」では、このように「循環型社会」を構築するた

めの地方税のヴィジョンを描くとともに 「分権型社会」における地方税のあり、

方という税務技術上の課題にも取り組んでいる。しかも、こうした観点からする

と、本報告は産業廃棄物に関する地方税のあり方について、画期的な一石を投じ

るものと自負している。
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地域社会をより人間的で、より自然と共生する「循環型社会」に変革していこ

うとする地方自治体は、環境関連税制をめぐって常にディレンマに陥る。地域社

会を「循環型社会」に変革するための環境政策は、地方自治体とりわけ道府県と

いう広域自治体が担う。いうまでもなく、環境政策から環境汚染物質の排出を抑

制するためには、環境汚染物質を排出する段階で課税することが望ましい。

ところが、地方自治体が入退自由なオープン・システムの政府であることを考

えると、租税論的には地方自治体とりわけ市町村という基礎自治体は、排出物の

最終処理段階での課税が望ましい。産業廃棄物でいえば、埋立て段階での課税が

適していることになる。

もっとも租税理論的にも道府県という広域自治体は、中間段階で課税すること

が望ましい。しかも、排出抑制という環境政策上の効果は、排出段階により接近

して課税した方が強く、最終段階よりも中間段階で課税した方が好ましいことは

明らかである。

しかし、税収確保という課税目的からすれば、税務行政上は最終段階で課税し

た方が効率的である。そのため産業廃棄物に関する租税が、最終段階である埋立

て段階で道府県段階の法定外独立税としても課税されている。

本会議では、排出抑制という環境政策上の課税目的と、道府県税は中間段階で

課税することが望ましいという租税理論上の命題との両立を飽くまでも追求する

ことを試みた。その結果が本報告の提言内容である。

このように本報告はあくまでも、中間処理段階での課税に固執し、道府県税と

市町村税との課税のインパクトを明確にしている。その結果として 「保健所設、

置市など他の自治体との関係に関すること」という本会議に与えられた検討事項

への回答が可能になっている。

つまり、市町村段階と道府県段階との二段階で、産業廃棄物税を課税した場合

の課税調整が実現できる。本報告の重要な内容は、こうした市町村税と道府県税

との課税調整を提言したところにある。

しかも、本報告の提言している方式は、道府県間の課税調整をも容易とする。

九州地方知事会の地方税制調査研究会では、それぞれの県で課税される産業廃棄

物関係税に対する調整システムを検討している。その際にも本報告の提言内容が

検討基準となることを期待したい。さらに、本報告の内容が波紋となって広く全
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国に及び 「循環型社会」への取組が福岡から全国に伝播していくことをも熱望、

する。

地方税は人間が生活を営む地域社会での共同事業を支える共同負担である。本

報告を手掛かりに、広く県民が福岡県という地域社会の未来を構想し 「循環型、

社会」を目指した積極的行動を展開していくことを期待したい。

平成１５年９月

福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議

座 長 神 野 直 彦
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Ⅰ 検討の経過

厳しい地方財政の状況や地方分権の進展を踏まえ、幅広い観点から地方税制につ

いて検討を行うことを目的として、平成１２年４月に職員による福岡県税制研究会

が設置された。その中で県内における産業廃棄物の現状と課題について分析が行わ

れ、産業廃棄物の排出に着目した「資源循環促進税(仮称 」構想が平成１３年１１）

月に取りまとめられた。

本専門家会議においては、福岡県税制研究会が取りまとめた税構想をもとに、税

制のあり方、政策効果、事業活動への影響、他地域との関係などについて検討して

きた。

検討当初は、まだ全国的にも産業廃棄物に関する税について検討している自治体

は数少なかったが、現段階では全国のほとんどの都道府県レベルにおいて検討が行

われ、中国４県や北九州市など複数の自治体が導入している状況となっている。

このような状況の下、県内事業者、処理業者、他の自治体との意見交換を行って

きたが、その中では、特に、近隣地域で異なった税制が導入された場合の事業活動

への影響や、課税の重複による納税者の過重な税負担の調整等についての意見や要

望が多く出されることとなった。

本専門家会議として、本年５月に、産業廃棄物が県境を越えて移動している実態

を踏まえ、それぞれの自治体が税制を導入した場合に生じる納税者の過重な税負担

の回避方法等も視野に入れた税構想を中間報告として取りまとめた。

その後、中間報告で今後の課題とされていた税収使途等についても検討を行い、

その結果も含め、今回、最終報告として取りまとめたところである。
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Ⅱ 福岡県内における産業廃棄物の現状と税制の役割

１ 産業廃棄物の現状と循環型社会づくりに向けた取組

今日の大量生産、大量消費、大量

廃棄型社会は、廃棄物の焼却による

ダイオキシン類の発生や不法投棄な

ど、地域の環境や地球環境を保全す

る上で、様々な問題をもたらしてい

〔 〕る 図１。

福岡県内においても産業廃棄物の

発生量は、若干減少傾向にあるもの

の依然高い水準で推移しており、最

終処分場の残余容量は逼迫している。

また、福岡県の場合、県内への搬

入量が県外への搬出量を大幅に上回

っているという状況もある。

こうした産業廃棄物の問題の解決

を図るためには、廃棄物を資源とい

う観点から見直し、できるだけ排出

を抑制し、リサイクルを促進する循

環型社会の構築を図っていく必要がある。

このため、福岡県では 「福岡県廃棄物処理計画」を策定し、平成１２年度に対、

する平成２２年度の産業廃棄物の排出量の増加率を６.５％ 図２ に抑制し、資源〔 〕

化・減量化率を８６.８％から９５％ 図４ に増加させるとともに、最終処分量を〔 〕

現状の１／２以下 図３ に削減することを目標に掲げている。〔 〕

この目標を達成するために、福岡県では産業廃棄物の不適正処理防止に関する条

例の制定など環境問題の解決を促進するための制度づくりや、産学官民という新し

い共同研究体制でリサイクル技術と

社会システムの開発やその実践の支

援など、循環型社会づくりに向けた

取組を行っている。

排出抑制に向けた目標の設定
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最終処分量の削減目標の設定
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【最も気になる産業廃棄物問題】

（県政モニターアンケート結果より）

不法投棄
44.3%

大気汚染
27..3%

最終処分場
10.4%

リサイクル
14.8%

わからない
0.5%

その他
2.7%

〔 〕図１

〔 〕図２

〔 〕図３
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２ 税制の役割

このような施策により、産業廃棄物の排出抑制やリサイクルの促進が図られてい

るものの、前述の県内で発生する産業廃棄物に対する目標を達成するためには、更

なる取組の強化が必要である。

、産業廃棄物問題の多くが

通常の事業活動や日常生活

そのものから発生する廃棄

物に起因する問題であり、

規制的手法のみでは十分な

対応ができないと考えられ

ることから、経済社会や県

民のライフスタイルのあり

方を環境配慮型へと変革し

ていくことが求められている。

このため、事業者等に市場メカニズムを通じ、例えば原材料の変更、製造工程の

見直し、廃棄物処理の変更など環境保全等に資する行動を促す経済的手法として税

〔 〕を活用していくことが効果的である 図５。

また、その税収を、リサイクル技術の研究開発の支援、排出抑制・リサイクル設

備整備導入時の助成、不法投棄防止対策など適正処理体制の整備に向けた政策の強

化などの財源に充てることにより、循環型社会の構築に向けた取組が一層促進され

るという二重の効果も期待できる。

������
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����������������

資源化・減量化に向けた目標の設定

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２２年度

１２年度 資源化率

45.9%

資源化率

51.0%

減量化率

40.9%

減量化率

44.0%

最終処分率 :  5.0%

最終処分率 : 13.0%

その他

0.2%

その他

0.0%

86.8%

95.0%

福岡県廃棄物処理計画(平成14年３月)

【排出抑制、リサイクル促進への税など経済的手法の活用について】

問 産業廃棄物の排出抑制、リサイクル促

進のため、これまでの法律や条例による

規制的手法に加えて 資源循環促進税 仮、 （

称）構想のような経済的手法を活用する

ことについて、どう思われますか。

（県政モニターアンケート結果より）

活用すべき
76.5%

必要ない
5.5%

わからない
10.4%

その他
7.7%

〔 〕図４

〔 〕図５
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Ⅲ 循環型社会づくりに資する税制のあり方

１ 排出抑制効果とリサイクル促進

(1) 排出抑制効果

より高い排出抑制効果を図るため 排出事業者に税負担を求め 最終処分場(埋、 、

立)への搬入とともに排出に近い中間処理施設への搬入に課税する。

ア 納税義務者の考え方

廃棄物処理法における排出者責任に基づき、排出者に直接的に税負担を求め

ることによって、より高い排出抑制効果が図られるため、排出事業者を納税義

務者とする。

なお、福岡県は、他県からの搬入が極めて多く、排出事業者が県外に及ぶこ

ともあるが、県内へ廃棄物を搬入する行為に着目して県外の排出事業者につい

ても納税義務者とする。

この場合、納税者が多数にわたり申告事務等の繁雑さが生じるとともに、徴

税面においても効率的ではないため、徴収方法については特別徴収方法を採用

〔 〕することとする 図６。

※特別徴収方法とは 税の徴収について、便宜を有する

者にこれを徴収させ、かつ、その

者に徴収した税を納入させる方法

である。

（福岡県の構想では、排出事業者

が納税義務者となり、処分業者

が特別徴収義務者となる ）。

イ 課税段階の考え方

排出抑制を図るためには、排出段階で課税することが理論的には最も望まし

い。しかしながら、排出段階で課税する場合、課税対象となる排出量を捕捉す

るためには発生量から控除する有価物量の特定が必要となるが、産業廃棄物が

有価物に転化する時点の確定ができないことから課税対象である排出量の捕捉

が困難である。

課税対象の捕捉は排出後の処理段階で可能であるため、最終処分段階の埋立

納 税 義 務 者
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特別徴収義務者 県

《申告納入》

税

税

申告・納税

【特別徴収制度】 〔 〕図６
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処分場への搬入に課税するとともに、できるだけ廃棄物の排出に近い中間処理

段階の処理施設への搬入に課税することにより排出抑制に資することとする。

ウ 基本税率

排出抑制を図る観点から排出量に応じた課税が望ましい。廃棄物の排出量を

把握するに当たっての計量単位は一般に重量、容量が考えられるが、容量は圧

縮の度合いなどにより量が変化する不安定な単位となる。このため、課税標準

量を捕捉する上でより客観性があり、また特別徴収方法を採用する上で税執行

実務に際しての混乱が生じにくい点を考慮し、課税標準の単位として重量を採

用することとする。

なお、基本税率については、他県の税制度を考慮し、１㌧当たり1,000円と

する。

(2) リサイクル促進

簡素な税制で幅広くリサイクルへ誘導するため、中間処理施設への搬入の課

税に当たっては焼却施設への搬入のみを課税対象とする。

ア リサイクル控除の課題

中間処理施設への搬入の課税に当たっては、リサイクル促進の観点から、再

生利用を目的とした中間処理施設への搬入について課税控除など課税の特例を

設けることが考えられる。

この場合、中間処理施設における様々な再生利用品としての有価物の個別・

随時の認定が必要となり、複雑な仕組みとなるおそれがある。

イ リサイクルを促進させる簡素な税制の考え方

簡素な税制により、効果的にリサイクルへの誘導を図る観点から、リサイク

ルの前処理として行われる破砕、選別、脱水等と、基本的にリサイクルにつな

がらない焼却を区別化し、焼却以外の他の中間処理を課税対象外とすることが

適当である。

また、再生利用につながらない最終処分場(埋立)への搬入を課税対象とする

ことは、リサイクルへの誘導にも効果的である。

この結果、税の仕組みとしては、焼却施設への搬入と最終処分場(埋立)への

搬入が課税対象となる。

なお、焼却処理や埋立処分は、全国的に環境負荷に関する住民の懸念が比較
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的大きいものと考えられており、それらが課税対象となることにより、環境負

荷の低減が図られるものと期待される。

※ 最終処分である海洋投入処分に対する課税についても、今後、課税技術上の問題

点を含め検討するものとする。

ウ 焼却施設への搬入に係る課税の特例

焼却による熱エネルギーを利用して発電し、外部に供給（売電）する場合な

ど熱エネルギーを有効活用したり、熱処理等の過程を通じて廃棄物を再生資源

として利用する場合など、焼却施設でも循環型社会の形成に資するものと考え

られるものについては、その搬入について課税の対象から除くことが適当であ

る。

※ なお、課税除外に当たっては、個々の施設ごとに適用されるべき有効活用等に関

する具体的な基準を明らかにする必要がある。

２ 他地域の税制との調和

(1) 全国の状況

三重県、滋賀県における

排出に着目した税の導入

、 （ 、 、や 中国三県 鳥取 岡山

） （ 、広島 及び東北三県 岩手

秋田、青森）でのそれぞれ

が連携した埋立税の導入を

はじめ多くの自治体におい

て税の創設や税構想の公表

〔 〕等が行われている 図７。

九州においても複数の県

で税構想が公表されてお

り、各県間で調整が行われ

ている。
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������ ������ ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
��������������

������������������������
����������

〔 〕図７

：条例制定済の県

：仕組み公表の道県

：その他「調査・検討・研究」中の都府県

（１５年９月 福岡県調）
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(2) 事業活動への影響

産業廃棄物が市町村、県を越えて広域的に移動し、かつ、多段階で処理されて

いる実態を踏まえると、中間処理段階の課税方式、埋立段階の課税方式といった

異なる税制が近隣県で併存する場合、納税者の負担の累積などの問題が発生する

こととなる。

排出事業者との意見交換等においても、納税者の過重な税負担が生じるおそれ

のあることから、近隣県が導入する場合、広域的な一律の税制度とするよう要望

〔 〕が出されている 図８。

(3) 課税控除の方法による県間調整の困難性

中間処理段階で課税された産業廃棄物が、福岡県内や埋立段階での課税を導入

している他地域に搬出された場合、納税者の税負担が累積し、過重な税負担が生

じることとなる。

これを回避するためには、課税済みの産業廃棄物の排出量を捕捉し、控除等を

行う必要があるが、中間処理段階において一括して減量化された場合など、廃棄

物の処理工程上、排出者ごとの控除すべき量の捕捉は困難である。

このため、できるだけ簡素な方法で調整できるシステムが必要となる。

【県間の税の調整等について】

（県政モニターアンケート結果より）

全国同一がよい
33.9%

近県同一がよい
7.1%

調整すれば
独自税制でよい

54.6%

わからない
3.8%

その他
0.5%

〔 〕図８
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(4) 他地域の税制と調和できるシステム

税負担の累積を回避し、広域的にも導入可能な税制とするため、中間処理施設

(焼却)への搬入における課税について税率を調整する。

ア 税率調整

中間処理施設(焼却)への搬入における課税については、基本税率(1,000円/

㌧)から、あらかじめ、焼却処理を経て埋め立てられる残さ相当分(20％ )を※

控除した税率(800円/㌧)を設けておく。

この税率調整により、焼却を経て埋め立てられた場合も、排出事業者におけ

る排出量１㌧当たりの税負担は中間処理段階(焼却)と最終処分段階(埋立)のそ

れぞれの施設への搬入の課税を合わせても1,000円を超えないこととなる 図。〔

〕９

廃油 木くず 廃タイヤ etc.

燃えがら

減

量

化

　　残さ率

２０％以下

最終処分

　

 あらかじめ、残さ相当分（20％）を

控除した税率

 1,000円/㌧ ×

 (100%－20%)＝800円/㌧
 

 例 (産業廃棄物１㌧を焼却した場合)
　

　800円/㌧ × １㌧＝800円

課　税
焼却と埋立てを合わせて
税負担1,000円/㌧を超えない税率

　

　基本税率　1,000円/㌧
　

　例（産業廃棄物１㌧を焼却した残

      さを埋め立てた場合）
 

　1㌧ × 20%＝0.2㌧

　1,000円/㌧ × 0.2㌧＝200円
最終処分場 (特別徴収義務者)

排出事業者 (納税義務者)

課 税 税負担

　８００円

税負担

　２００円

焼却施設

(特別徴収義務者及び

納税義務者)

課 税

税負担････排出事業者における排出量１㌧当たり

　　　　　の実質税負担額

中間処理(焼却)

〔 〕図９

※ 焼却した場合の残さ率の分布について調査した結果、

すべての品目において残さ率は２０％以下となっている。
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イ 税率調整による他地域の税制との調和

この方法によれば、中間処理（焼却）後の残さが他地域へ搬出され、埋立段

階で課税されたとしても、排出事業者における排出量１㌧当たりの基本税率

1,000円を超えることはないため、納税者の税負担の累積は確実に回避される

こととなり、各地で導入されている埋立税とも調和でき、広域的にも導入可能

〔 〕な税制となる 図10。

なお、県内においては北九州市が既に最終処分業者を納税義務者とする税制

を条例化しているが、今回提案した税制において、こうした関係も含めて整理

できるものとなっている。

排　出　事　業　者

焼却施設

最　終　処　分　場

  焼却後の残さ(燃えが
 

                    ら)が他地域へ搬出さ

                    れ、埋立段階で課税さ

                     れても、税負担の合計
 

                     は１,０００円を超  え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ない範囲となる。【他 地 域】

税負担
  800円

税負担
  200円

排出事業者
（納税義務者）

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

最終処分施設
（特別徴収義務者）

中　国　４　県
（鳥取県、岡山県、広島県、山口県）

中間処理業者
（納税義務者）

特別徴収特別徴収

埋立に着目した税制

焼却課税済の
産業廃棄物の燃えがら

〔 〕図10
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３ 税制の仕組み

資源循環促進税（仮称）の概要

項 目 内 容

・県内の焼却施設及び最終処分場へ産業廃棄物を搬入する排出事業者又は中１ 納税義務者

間処理業者

・県内の焼却施設及び最終処分場への産業廃棄物の搬入２ 課 税 客 体

・県内の焼却施設及び最終処分場に搬入される産業廃棄物の重量３ 課 税 標 準

１．焼却施設への搬入量１トン当たり 800円４ 税 率

２．最終処分場への搬入量１トン当たり 1,000円

１．焼却処理業者及び最終処分業者による特別徴収（申告納入）５ 徴 収 方 法

２．排出事業者及び中間処理業者による申告納付

・最終処分量 約４４万㌧ 計 約７４万㌧６ 課 税 標 準 量 見 込 み

（ ）・焼却処理量 約３０万㌧ 平成13年度 産業廃棄物処理実績報告書等より推計

・最終処分業者 約６０業者 計 約１３０業者７ 特 別 徴 収 義 務 者 数

・焼却処理業者 約７０業者

（ ）８ 税収見込み ・約６億円 平成13年度 産業廃棄物処理実績報告書等より推計

最  終  処  分  場　( 特 別 徴 収 義 務 者 )

排　出　事　業　者　( 納 税 義 務 者 )

焼 却 施 設
(特別徴収義務者及
び納税義務者)

リサイクル施設

課 税

課 税課 税

課 税

その他の
中間処理施設
 (納税義務者)
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４ 循環型社会づくりに向けた税収の活用

循環型社会づくりへの効果を

いっそう高めるため、税収の使

途については、現時点では、当

面する緊急課題で県民の関心の

高い不法投棄対策をはじめ、リ

サイクル技術の研究開発など以

下のような施策が例として考え

られる。

具体的な使途については、導

入段階での税収の状況に応じて

検討されることが望ましい。

(1) 産業廃棄物の適正処理体制の整備（当面する緊急課題への取組）

ア 適正処理の促進

産業廃棄物の処理の安全性、信頼性を高めるための排出事業者その他関係者

による取組を支援し、適正処理を促進する。

イ 不法投棄の防止対策等の強化

隣県、市町村、処理業者、ＮＰＯとの連携による広域的な不法投棄の防止対

策を推進するなど、循環型社会の形成を阻害する不法投棄や不適正処理の防止

対策等を強化する。

(2) 環境の世紀にふさわしい技術・システムの開発促進と産業活動への支援

ア 排出抑制・リサイクル設備整備の促進

福岡県内の排出事業者及び処理業者が、効果的で高度なリサイクル設備や排

出抑制設備の導入促進のための施策を行う。

イ リサイクル技術の研究開発・事業化支援

優れた研究開発能力を有し、事業化を目指す企業、団体などが取り組むリサ

イクル技術の研究開発や事業化を支援する。

リサイクル総合研究センターにおいて取り組んでいる産学官民の共同研究

開発事業の新たな機能を創設する。

　廃棄物の排出抑制・リサイクル
　に向かわせるインセンティブ

　税収使途

　廃棄物の排出抑制、資源化、再利用の促進

廃棄物の排出抑制・リサイクルの推進等のための環境政策
　

・産業廃棄物の適正処理体制の整備ちちちちちちちちちちちちちちちちち

・環境の世紀にふさわしい技術・システムの開発促進と産業活動への支援

・循環型社会を目指したまちづくりに積極的に取り組む市町村への支援あ

ああああああああああああああああああ

産業廃棄物に関する税
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ウ 新たなリサイクルネットワークづくり

排出事業者、廃棄物の処理業者・再生事業者、再生品の利用事業者が、廃棄

物や再生品の特性、技術、コストなどに関する情報を共有し、企業間交流を通

じて、新たなリサイクルルートを実現するためのネットワークづくりを支援す

る。

情報システムの構築、事業所内の展示機能の設備、展示交流会の開催、企

業による環境保全活動の実践支援

エ 環境産業を担う人材の育成

県内企業の経営者や技術者が、環境産業の経営戦略や最新の環境・リサイク

ル技術などを学ぶ研修システムづくりや、アジア・太平洋地域との人材交流を

促進する。

(3) 循環型社会を目指したまちづくりに積極的に取り組む市町村への支援

ア 環境産業の育成

廃棄物処理にかかる環境関連技術の開発やリサイクル産業などの環境産業の

育成に取り組む市町村に対する支援を行う。

イ 処理施設周辺の環境対策や不法投棄防止対策への支援

産業廃棄物の適正処理の促進に向けて、処理施設周辺の環境対策や不法投棄

の監視・通報システムの整備などに取り組む市町村に対する支援を行う。
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お わ り に

本専門家会議で検討し提言した資源循環促進税（仮称）は、循環型社会の構築という

正に人類史的課題の達成に資する税である。産業廃棄物問題の解決と循環型社会の構築

、 、は福岡県にとって重大な課題であるだけでなく すべての地域にとっての問題でもあり

全国的な課題でもある。

本会議で提言した資源循環促進税（仮称）は、福岡県の実状に即した税であると同時

に、全国の各地域間の課税調整も可能にする税であるという意味で普遍性を持つ税であ

ると考える。

本税を導入することは大量廃棄社会から循環型社会への転換という社会経済システム

の改革を促す役割を果たすことになるものと期待されるところである。

福岡県においては、本専門家会議の提案を具体化するため、県民・関係者の理解を得

る努力を重ねる工夫をするとともに、隣接する各県との調整を図りつつ、必要な検討を

されるよう願いたい。

、 、 、さらに この税が導入された後にも 税導入の政策的効果や様々な影響を見極めつつ

所期の目的が達成されるようその着実な運用に留意されることを強く要望するものであ

る。
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【福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議検討経過】

平成１４年 ２月１９日 「福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議」設置

産業廃棄物の排出抑制やリサイクルの促進に資する政策税制として公表された「資源循

環促進税（仮称 」構想について、構想の実現を図る場合の課題とその解決方策を専門的）

見地から審議、検討することを目的として設置

福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第１回）

６月～ 平成１５年３月

処理業者等実態把握調査

※〔 ６月 北九州市「環境未来税条例」市議会で可決〕

７月２６日 福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第２回）

北九州市との意見交換

７月３１日 福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第３回）

北九州市の税制との税負担の重複を避ける基本的な仕組みを公表

北九州市は、本県の産業廃棄物行政において極めて重要な役割を担っていることから、市の税制

について尊重し、北九州市域内の最終処分場に搬入される産業廃棄物については、県の課税標準量

から北九州市内の最終処分場へ搬入された量を控除することとする。

７月～平成１５年３月

福岡県資源循環促進税構想の説明

事業者への訪問や説明会などにより、これまでに百数十社の事業者に対し 「資源循環、

促進税（仮称 」構想と北九州市の税制との税負担の重複を回避する基本的な仕組みにつ）

いて説明を行った。

８月～１０月

「資源循環促進税（仮称 」構想に関する事業者アンケート実施）

１０月２９日 福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第４回）

排出事業者（製造業、建設業：８社）との意見交換

専門家会議において事業者との意見交換を行い、免税点など税制のあり方や事業活動へ

の影響等について様々な意見が出される。

１１月 「資源循環促進税（仮称 」構想に関する県政モニターアンケート）

実施

平成１５年 ５月２３日 福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第５回）

九州中北部４県との意見交換
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５月３０日 福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第６回）

中間とりまとめ

広域的に導入可能な税構想を公表

８月１９日 福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議（第７回）

社団法人 福岡県産業廃棄物協会との意見交換
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福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議設置要綱

（設置目的）

第１ 産業廃棄物の排出抑制やリサイクルの促進に資する政策税制として公表した「資

源循環促進税（仮称 」構想について、構想の実現を図る場合の課題とその解決方策）

を専門的な見地から審議、検討するため 「福岡県資源循環促進税制を考える専門家、

会議 （以下「専門家会議」という ）を設置する。」 。

（所掌事項）

第２ 専門家会議は、次に掲げる事項について審議、検討し、その結果について知事に

報告する。

( ) 税制のあり方と政策効果に関すること1

( ) 事業活動への影響に関すること2

( ) 保健所設置市など他の自治体との関係に関すること3

( ) その他座長が必要と認める事項に関すること4

２ 審議、検討に当たっては県民各層や関係者との意見交換を行うものとする。

（組 織）

第３ 専門家会議の委員は、環境政策や地方税財政制度に関し優れた識見を有する者の

うちから知事が委嘱する。

２ 専門家会議は、委員５人で組織する。

（委員の任期）

第４ 委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。補欠による委員の任期は、

前任者の残任期間とする。

（座 長）

第５ 専門家会議に座長を置く。

２ 座長は委員の互選により選出する。

３ 座長は専門家会議を代表して、会務を総理する。

４ 座長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

５ 座長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代理する。
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（招 集）

第６ 専門家会議は座長が招集する。

（幹 事 会）

第７ 専門家会議の運営等について、連絡・調整するため、また、専門家会議の検討を

補佐するために、福岡県税制研究会の会員で構成する幹事会を置くことができる。

（庶 務）

第８ 専門家会議の庶務は、総務部税務課において処理する。

（そ の 他）

第９ この要綱に定めるもののほか、専門家会議の運営に関し必要な事項は、座長が専

門家会議に諮って定める。

附則

この要綱は、平成１４年２月１９日から施行する。
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「福岡県資源循環促進税制を考える専門家会議」委員名簿

（掲載順：五十音順）

氏 名 役 職 名

浅野 直人 福岡大学法学部教授座長代理
あ さ の なおひと

植田 和弘 京都大学大学院経済学研究科教授
う え た かずひろ

神野 直彦 東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授座長
じ ん の なおひこ

外川 健一 九州大学石炭研究資料センター助教授
と が わ けんいち

花嶋 正孝 福岡大学名誉教授
はなしま まさたか

（福岡県リサイクル総合研究センター長）


